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第１章 和歌山市の行政評価 

１ 行政評価の目的 

  和歌山市が取り組んでいる行政評価の目的は、大きく４つに分けられます。 

（１）市が行っているそれぞれの仕事の目的を明確にし、成果を測定しつつ、より効率的、効果的な

改革改善を図り、健全な行政運営を目指していきます。 

（２）市民の視点に立って仕事を評価することで、市民のニーズや社会情勢の変化に対応した行政サ

－ビスを行っていきます。 

（３）市の行っている仕事を行政評価結果として市民の皆様に公表して、市政の透明性を高め信頼さ

れる行政運営を図ります。 

（４）職員がそれぞれの仕事の目的・成果や仕事にかかるコストを意識し、課題を解決する能力を身

につけ、職員の意識改革を図りながら、市行財政の体質改善を行います。 

２ 行政評価の基本的な仕組み 

（１）評価の対象 

和歌山市の行政活動の構造は、長期総合計画の体系の下にその目的と手段の関係から「分野別

目標－政策－施策－事務事業」に整理することができます。このうち、平成２６年度においては

最少単位である事務事業の中で、平成２６年度評価対象施策において実施している事業を対象に

評価を行いました（行政評価に対する「選択と集中」を行うに当たり、評価対象とする事業を３

分割し、平成２４年度・平成２５年度・平成２６年度で、それぞれ対象となった事務事業のみを

評価することとしました。また、各年度の評価対象事業は、施策ごとのまとまりで分割しており、

行財政改革の取組項目で事業の方向性が定まっている事業、市の裁量が全くない事業などは一部

評価対象から除外しています。）。 

（２）評価の体制 

  ア 庁内における内部評価 

一次評価：評価対象の事務事業を所管している担当課において評価を実施  

二次評価：担当課における一次評価結果を基に、市の企画課、行政経営課、人事課、財政課（一

部事業について教育委員会事務局）が合同で、二次評価を実施 

   イ 外部評価 

市長が実施する事業については、学識経験者、企業経営者及び公募市民等で構成される和歌山

市行政評価委員会、教育委員会が実施する事業については、学識経験者、児童・生徒の保護者

代表等で構成される和歌山市教育委員会事務評価委員会による評価を実施 

  

（３）評価の視点 

次の視点を基本としてチェックし、評価を行いました。 

妥当性：市の関与は妥当か、民間で行うべきではないか。 

対象や目的を変更することで費用対効果が向上しないか。 

上位の政策体系（施策等）に貢献しているか。 

有効性：事業の成果は十分か、向上の余地はないか。 

類似事業がある場合、再編することで成果を向上出来ないか。 

効率性：成果を下げることなく、コストを削減できないか。 

受益者負担の適正化の余地はないか。 
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第２章 行政評価結果の概要 

１ 事務事業評価の対象事業 

 平成２６年度は、「第４次和歌山市長期総合計画 後期基本計画」に掲げる５５施策のうち、（１）

評価対象とした２１施策の中で実施している事業、（２）和歌山市行財政改革大綱に掲げる行政運

営の基本方針である５つの柱の分類に基づく事業、（３）評価対象外の施策であるが、教育委員会

事務評価委員会において評価対象事業として決定された事業から行財政改革の取組項目で事業の

方向性が定まっている事業、市の裁量が全くない事業など一部を除外した２０３事業を評価しまし

た。 

 なお、平成２６年度の評価対象とならなかった事業については、長期総合計画の進捗管理等へ 

の活用を図るとともに、事業概要等の市民への説明のためや評価対象年度への準備のために「事 

業コスト管理」、「事業の進捗管理」のみを行う「事業進捗管理シート（評価シートの表面のみ）」 

を作成しました。 

 

２ 評価対象施策一覧 

  平成２６年度の評価対象施策は、以下のとおりです。 

 

                            

 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 

 

平成２６年度から「長期総合計画後期基本計画」がスタートしたことに伴い、一部の事業の施策

分類が変更になりました。 

※１…長期総合計画前期基本計画での施策：地域医療・健康危機管理体制の充実 

※２…長期総合計画前期基本計画での施策：都市景観の形成 

※３、４…評価対象施策ではないが、教育委員会事務評価委員会において、評価することと決定された事業 

行財政改革大綱の 5つの柱に基づく事業は、「６ その他」に分類しています。 

3 地域安全の推進 1 交通安全対策の推進 4

4 消費生活の向上 1 消費生活の向上 1

1 地域福祉の推進 11

2 健康づくりの推進 6 ※１

3 地域医療･健康危機管理体制の充実 4

2 高齢者・障害者支援の充実 2 障害のある人の自立と社会参加の推進 45

1 地域産業の振興 4 水産業の振興 6

3 観光の振興 1 観光客受入体制の整備 1 ※２

4 国内外交流の推進 1 国内外交流の推進 8

5 地域コミュニティの充実 1 地域コミュニティの充実 5

1 基幹道路網の整備 8

2 生活道路の整備 12

1 適正な土地利用の推進 4

2 良好な市街地の形成 6

1 都市緑化・都市美化の推進 11

2 都市景観の形成 2

1 学校の教育力の充実 2 ※３

3 小・中学校教育の充実 6

４ 健康教育の充実 16

５ 高校教育の充実・高等教育機関との連携 8

2 青少年の健全育成 1 青少年の健全育成 13

3 生涯学習の推進 1 生涯学習の推進 1 ※４

4 文化・スポーツの振興 3 生涯スポーツの振興 17

１ 市民サービスの維持・向上 1

２ 事務事業の効率化 2

４ 安定した財政構造の構築 ２ 財源の確保・創出 3

203

5 子どもが輝き、文化が薫る教育のまち

6 その他

1 地域福祉と健康づくりの推進

1 道路網の整備

5 適正な土地利用の推進

6 都市景観の形成

1 学校教育の充実

２ 効率的な行政運営の推進

分野別目標 政策名 施策名
評価対象
事業数

合　　　計

1 安心して、安全に暮らせるまち

2 個人を尊重し、人々がともに助け合う優しいまち

3 市民と地域がつくる元気なまち

4 自然環境と都市基盤が調和した快適なまち
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３ 行政評価による今後の事業の方向性 

（１）行政評価の区分 

平成２５年度から、【コスト投入の方向性】と【事業内容の方向性】の２つの視点で判断し、以

下の７つの区分に基づいて評価を実施することとし、平成２６年度も同様に実施しました。  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

①拡 大 ⇒ コストを増やしてでも、事業の内容や進め方を見直し、成果を向上 させる

必要がある事業  

 

②生産性向上 ⇒ コストを増やすことなく、事業の内容や進め方を見直し、成果を向上させる

必要がある事業             
 

③効率性向上 ⇒ 事業の内容や進め方を見直し、成果を下げることなく、コストを縮小させる

必要がある事業  

 

④協 働 化 ⇒ コストを縮小させるとともに、事業の実施主体、内容、進め方を見直し、成

果を向上させる必要がある事業  
 

⑤現 状 維 持 ⇒ 計画どおりに進めることが適当である事業  

 

⑥縮 小 ⇒ 事業の規模、実施主体、内容、進め方を見直し、事業を縮小させる必要があ

る事業  

 

⑦廃 止 ⇒ 事業の抜本的見直し、廃止の検討が必要な事業  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

充実 ④ ② ①

現状維持 ③ ⑤

縮小 ⑥

廃止 ⑦

ゼロ 縮小 現状維持 拡大

事
業
内
容
の
方
向
性

　コスト投入の方向性
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（２）行政評価結果別事務事業数 

       

       

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

上記の円グラフを見ると、一次評価結果（担当課評価）において、「⑤現状維持」とした事業は、全

２０３事業中１３０事業となっており、全体の６４．０４％を占めている。これは、担当課において

事業の点検をした結果、現行の事業の内容、進め方で問題はなく、事業の「見直し・改善」の必要は

ないと判断されたものである。  

 一方、外部評価及び二次評価の結果を見ると、 「⑤現状維持」とされた事業は、全２０３事業中１

１４事業となっており、全体の５６．１６％にとどまっている。また、８９事業、全体の４３．８４％

において、何らかの「見直し・改善」が必要と判断されており、事業をよりよくするための工夫が必

要と判断されたところである。  

 

 

事業内容
の方向性

コスト投入
の方向性

充実 拡大

充実 現状維持

現状維持 縮小

充実 縮小

現状維持 現状維持

縮小 縮小

廃止 ゼロ

事業内容
の方向性

コスト投入
の方向性

充実 拡大

充実 現状維持

現状維持 縮小

充実 縮小

現状維持 現状維持

縮小 縮小

廃止 ゼロ
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４ 外部評価結果の概要 

（１）成果や必要性を考慮したより効率的・効果的な行政運営の推進（２）コスト意識の醸成等、

職員の意識改革（３）市民の皆様への説明責任の向上を目的に外部評価を行いました。 

平成２６年度の外部評価の概要は以下のとおりです。（外部評価結果の詳細については、「平成

２６年度和歌山市行政評価委員会意見書」及び「教育に関する事務の管理及び執行の状況の点検

及び評価に関する報告書」を参照してください。） 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

５ 分野別目標・政策・施策と事務事業との体系化 

 

 

 

 

 

 

 

 

事業内容

の方向性

コスト投入

の方向性

事業内容

の方向性

コスト投入

の方向性

① 充実 拡大 ５事業 ２事業 ① 充実 拡大 ３事業 ３事業

② 充実 現状維持 ７事業 １７事業 ② 充実 現状維持 ３事業 ３事業

③ 現状維持 縮小 ０事業 ０事業 ③ 現状維持 縮小 ０事業 ０事業

④ 充実 縮小 ０事業 ２事業 ④ 充実 縮小 ０事業 ０事業

⑤ 現状維持 現状維持 １３事業 ２事業 ⑤ 現状維持 現状維持 ２事業 ２事業

⑥ 縮小 縮小 ０事業 ２事業 ⑥ 縮小 縮小 ０事業 ０事業

⑦ 廃止 ゼロ ０事業 ０事業 ⑦ 廃止 ゼロ ０事業 ０事業

２５事業 ２５事業 ８事業 ８事業

担当課評価
（一次評価）

外部評価

和歌山市行政評価委員会が実施した評価結果 教育委員会事務評価委員会が実施した評価結果

評価区分 評価区分
担当課評価
（一次評価）

外部評価

分野別目標 政策 施策名 事務事業数 事業費 人件費

1 災害に強いまちづくりの推進 9 3,017,292千円 247,298千円

2 災害に強い人づくりの推進 4 42,400千円 50,427千円

3 災害等に強い体制づくりの推進 10 101,878千円 74,216千円

1 予防体制の充実 10 30,432千円 141,656千円

2 消防力の充実 11 1,721,240千円 245,764千円

3 救急・救助体制の充実 3 22,032千円 31,677千円

1 交通安全対策の推進 4 203,893千円 86,434千円

2 防犯対策の推進 5 54,252千円 31,490千円

4 消費生活の向上 1 消費生活の向上 2 10,276千円 32,232千円

1 地域福祉の推進 13 256,333千円 83,303千円

2 健康づくりの推進 41 898,655千円 405,831千円

3 地域医療･健康危機管理体制の充実 10 182,525千円 56,001千円

4 生活衛生対策の推進 28 496,775千円 266,298千円

5 保健医療対策の推進 16 962,325千円 219,532千円

1 高齢者の生活の充実 41 859,331千円 111,880千円

2 障害のある人の自立と社会参加の推進 47 9,153,585千円 226,843千円

3 子育て支援の充実 1 子育て支援の充実 43 14,623,649千円 428,852千円

4 社会保障制度の充実 1 社会保障制度の充実 30 79,384,655千円 1,439,955千円

1 人権が尊重される社会づくり 10 140,338千円 439,769千円

2 男女共生社会の実現 2 25,921千円 32,579千円

1 安心して、安全に暮らせるまち

2 個人を尊重し、人々がともに助

　け合う優しいまち

1 総合防災対策の充実

5 人権尊重社会の実現

2 高齢者・障害者支援の充実

1 地域福祉と健康づくりの推進

3 地域安全の推進

2 消防・救急救助体制の充実
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※事業費は、平成２５年度決算です。 

※人件費は常勤、非常勤職員（再任用・非常勤・賃金支弁職員）の合計で、平均単価で計算しています。 

 

 

 

 

 

 

1 企業が成長できる環境づくり 5 1,374,068千円 63,047千円

2 商工業の振興 10 605,679千円 126,185千円

3 農林業の振興 22 376,234千円 219,582千円

4 水産業の振興 7 69,919千円 43,406千円

5 雇用の安定と労働環境の向上 8 154,585千円 39,468千円

2 中心市街地の活性化 1 中心市街地の活性化 5 55,367千円 26,776千円

1 観光客受入体制の整備 10 347,323千円 147,907千円

2 観光客の誘致 9 140,417千円 81,537千円

4 国内外交流の推進 1 国内外交流の推進 8 15,646千円 37,178千円

5 地域コミュニティの充実 1 地域コミュニティの充実 8 143,501千円 62,216千円

1 基幹道路網の整備 9 1,921,760千円 154,658千円

2 生活道路の整備 12 1,279,046千円 345,900千円

1 公共交通機関の機能強化 9 92,280千円 37,841千円

2 空港・港湾機能の充実 0 0千円 0千円

1 居住環境の整備 9 902,670千円 214,673千円

2 河川・水路の整備 3 289,026千円 82,654千円

3 上水道の整備 0 0千円 0千円

4 生活排水対策の推進 24 5,698,858千円 529,417千円

1 生活環境の保全 12 331,767千円 92,149千円

2 自然環境の保全と創造 3 2,657千円 1,319千円

3 地球環境の保全 5 73,622千円 40,229千円

4 循環型社会の形成 23 3,242,791千円 1,817,721千円

1 適正な土地利用の推進 5 144,734千円 214,702千円

2 良好な市街地の形成 8 1,010,487千円 88,705千円

1 都市緑化・都市美化の推進 11 382,383千円 92,094千円

2 都市景観の形成 2 3,638千円 19,815千円

1 学校の教育力の充実 14 240,577千円 56,853千円

2 幼児教育の充実 6 271,650千円 10,651千円

3 小・中学校教育の充実 35 936,314千円 430,274千円

4 健康教育の充実 19 990,269千円 69,281千円

5 高校教育の充実・高等教育機関との連携 9 78,998千円 28,844千円

2 青少年の健全育成 1 青少年の健全育成 13 314,143千円 163,996千円

3 生涯学習の推進 1 生涯学習の推進 24 546,258千円 166,036千円

1 文化遺産の保護・継承 21 288,577千円 92,158千円

2 芸術・文化の振興 13 291,451千円 37,485千円

3 生涯スポーツの振興 16 1,917,636千円 66,108千円

1 市民参画と市民協働の推進 8 102,458千円 116,207千円

１ 市民サービスの維持・向上 10 126,209千円 274,140千円

２ 事務事業の効率化 11 319,767千円 254,872千円

３ 情報通信技術の活用 4 413,898千円 180,421千円

４ 市有財産の適切な管理活用 3 5,843,984千円 64,019千円

１ 組織体制の強化 5 45,100千円 31,395千円

２ 定員管理の適正化 0 0千円 0千円

３ 職員の意識改革 0 0千円 0千円

１ 特別会計等の健全化 2 12,059千円 9,953千円

２ 財源の確保・創出 15 545,143千円 924,471千円

３ 外郭団体の経営健全化 0 0千円 0千円

５ 広域行政と地方分権の推進 2 1,296千円 21,746千円

行政評価事務事業 合計 796 144,132,032千円 12,230,126千円

3 観光の振興

3 市民と地域がつくる元気なまち

4 自然環境と都市基盤が調和した

　快適なまち

２ 効率的な行政運営の推進

４ 安定した財政構造の構築

３ 行政体制の強化と人材育成の推

進

5 子どもが輝き、文化が薫る教育

　のまち

4 文化・スポーツの振興

1 学校教育の充実

6 都市景観の形成

5 適正な土地利用の推進

4 自然環境・資源循環型社会の形

成

6 その他（行財政改革大綱の5つ

　の柱の分類に基づく）

1 地域産業の振興

3 住環境の整備

2 公共交通体系の充実

1 道路網の整備
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第３章 今後の取組 

  平成２６年度は、平成２４年度から全事業を３か年かけて評価するシステムを導入した最終年度

に当たり、評価の客観性の確保、さらに効率的・効果的な改革改善を図るべく、これまでと同様、

外部評価と二次評価を行いました。 

  平成２６年度から外部評価において、行政評価委員会委員による事業担当課への質疑応答を活発

化させることを目的に質疑応答時間を延長させて行うこととしました。また、公開外部評価での事

業担当課による事業概要等説明において、パワーポイントを用いて説明することを導入し、写真や

図などをスクリーンに映し出すことにより、傍聴者の皆様により分かりやすくなるように努めまし

た。 

  評価結果は、行政運営における各マネジメントツールの基礎資料として活用することを目標とし

ており、継続して活用を進めていきたいと考えています。 

  

「活用される行政評価」の構築 

現在、行政運営を行っていく際に、「３つの約束」「４４の約束」「人事評価」「組織目標管理」「長

期総合計画」「予算編成」等の重点項目があり、これらの連携が上手く取れていないという課題があ

ります。 

これらの項目の連携として、まず「行政評価」を「予算編成」へ反映することに取組んでいます。 

平成２４年度から「行政評価」において「見直し」「改善」が必要と判断された事業については、

担当課において見直し案を検討し、予算査定時にその内容を確認することとしており、「予算編成」

への活用を図っているところです。 

次に平成２６年度から長期総合計画の後期基本計画がスタートし、事務事業についてその目的で

ある施策に対する貢献度を測り、施策の視点から事務事業を評価することが重要となっています。 

そのため、平成２６年度には、施策の達成状況や施策を構成する事務事業の適正性から今後の施

策展開や方向性を明確にする「施策評価」の試行を行ったところです。又、市長が掲げる「３つの

約束」「４４の約束」に関する事業の推進のため、県と市の連携事業の充実等を検討し、各年度の「予

算編成」と「行政評価」の連携をさらに進めます。 

また、「行政評価」を行う過程において、現状把握と分析、課題整理、データの蓄積等により、「目

標」を明確にし、「組織目標管理」へと繋げていかなければなりません。 

「行政評価」を「予算編成」、さらに「３つの約束、４４の約束の進捗管理」や「組織目標管理」

と連携させることで、「活用される行政評価」の構築を進めます。 
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